
教科･科目 学年 高校Ⅱ年 単位 1 分類

教科書

副教材

時期

評価の
方法

備考

確認テスト，レポート課題，授業中の学習状況などを総合的に判断し，評価する。

年間授業時数：３５時間

分散分析

観察，実験から得られたデータから，その背後の母集団の性質を推測し，主体的に協働的探究活
動を行うことができる。

推定や検定の方法を利用して，データに基づく判断や意思決定を行うことができる。

具体的な課題に対して推測統計の手法を活用できる。

推測統計の基礎となる確率分布，推定と検定，分散分析の手法を理解できる。知識・理解

・仮説検定の基本的な考え方，仮説の立て方，有意水
準，検定の種類を理解する。
・検定統計量，帰無仮説の棄却，検定の誤りについて理
解する。
・母集団が正規分布に従う場合の母平均に関する検定方
法について理解する。
・正規分布の母平均に関する検定方法を，具体的な事例
に適用できるようになる。


